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梯
子
獅
子
舞
の
芸
態
成
立
に
関
す
る

一
考
察

一
　
は
じ
め
に

徳
島
県
那
賀
郡
羽
ノ
浦
町
中
庄
の
東

傍
示
と
同
郡
那
賀
川
町
原
。　

古
く
か
ら

穀
倉
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る
那
賀
川
の

下
流
に
位
置
し
、

隣
接
す
る
こ
の
二
つ

の
地
区
は
、

二
人
立
ち
の
獅
子
が
高
さ

約
五

コ
の
櫓
に
登
る
と
い
う
、

特
異
な

獅
子
舞
の
伝
承
地
で
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
こ
の
二
つ
の
事
例
は

「同

系
で
あ
る
」
［羽
ノ
浦
町
文
化
財
保
護
審

議
会
編
　
一
九
九
〇
　
一
九
］
と
指
摘

さ
れ
る
の
み
で
、

具
体
的
な
研
究
は
ほ

と
ん
ど
な
か
つ
た
。

ま
た
こ
の
う
ち
、

よ
り
古
い
起
源
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る

―
徳
島
県
那
資
郡
羽
ノ
浦
町

口
那
資
川
町
の
事
例
か
ら

高

嶋

賢

二

原
で
は
、

近
年
高
齢
化
と
大
手
不
足
で
実
演
が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

そ

の
具
体
的
な
調
査
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
本≡

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
獅
子
舞
に
つ
い
て
報
告
、

両
事
例
を
比
較
し
な
が
ら
そ
の
内

容
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
が
日
本
の
獅
子
の
芸
能
の
中
で
一
般
に

「梯
子
獅
子
」
と

呼
ば
れ
る
獅
子
舞
の
芸
態
成
立
を
考
え
る
上
で
、

極
め
て
重
要
な
内
容
を
有
す
る
貴
重

な
民
俗
芸
能
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
に
し
た
い
。

↓
一　
徳
島
県
の
獅
子
舞

徳
島
県
の
民
俗
芸
能
と
い
え
ば
、

阿
波
踊
り

・
神
踊
り
に
代
表
さ
れ
る
風
流
踊
り
系

の
芸
能
や
、
人
形
浄
瑠
強
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、

そ
う
し
た
な
か
で
獅
子
舞
も
少
な
か

ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
徳
島
県
内
に
お
け
る
、

芸
能
と
し
て
独
立
し
た

「獅
子
舞
」
。
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
こ
う
。

一
九
九
六
年

（平
成
八
）
に
行
な
わ
れ
た
徳
島
県
の
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
で
は
、

獅
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弘身
子
舞
の
報
告
数
は
五
七
件
に
上
る

［岩
井

オ公櫛

〕ヒ巨町

0
'  駒

一
九
九
人
　
一
こ
。

そ
の
多
く
は
、

前
後
に

図 1 徳島県の獅子舞分布日 (旧行を含む)
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二
人
が
入
っ
て
一
頭
の
獅
子
を
演
じ
る
い
わ
ゆ
る
二
人
立
ち
で
、

そ
れ
が

一
頭
な
い
し

二
頭
で
舞
う
。

分
布
は

「全
県
下
に
分
布
し
て
い
る
」
［岩
井
　
一
九
九
人
　
四
」
と
さ

れ
る
が
、
と
く
に
顕
著
な
の
は
い
わ
ゆ
る
キ
タ
ガ
タ

（徳
島
県
北
部
の
吉
野
川
流
域
）

の
よ
う
で
あ
る
。

個
々
の
内
容
は
多
種
多
様
で
、

例
え
ば
獅
子
が
三
段
の
肩
車
を
行
な
う
も
の

（松
茂

町
）、
舞
の
間
に
子
供
に
よ
る
傘
や
扇
子
の
踊
り
を
挟
む
も
の

（徳
島
市

，
神
山
町

，
木

屋
平
村
な
ど
）、
大
刀
を
持
っ
た
者
と
獅
子
が
絡
む
も
の

（吉
野
町
〉、
酒
春
童
子
の
芝

居

（北
島
町
）
や
、

コ
一十
四
孝
』
の
説
話
を
元
に
し
た
踊
り
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
も

の

（石
井
町
）
な
ど
な
ど
、

地
域
ご
と
に
個
性
が
あ
り
、
さ
す
が
に
芸
ど
こ
ろ
徳
島
ら

し
く
、

踊
り
や
芝
居
の
趣
向
を
含
ん
だ
事
例
が
目
を
ひ
く
。

し
か
し
な
が
ら
荒
散
り
な
見
方
だ
が
、
い
ず
れ
の
事
例
も
、

全
体
の
配
役
に
注
目
す

れ
ば
、

台
に
据
え
た
太
鼓
を
立
つ
て
芸
を
変
え
な
が
ら
打
つ
子
供
の
存
在
が
広
く
確
認

で
き
る
。
こ
の
子
役
は
現
在
形
骸
化

・
廃
絶
し
た
事
例
も
あ
る
が
、

そ
れ
を
含
ん
だ

「太

鼓
―
太
鼓
打
ち
の
芸
を
す
る
子
供
―
獅
子
」
の
構
成
は
、

多
く
の
獅
子
舞
の
基
本
形
と

な
っ
て
い
る
と
み
て
大
過
な
か
ろ
う
。
こ
れ
は
香
川
県
の
ほ
ぽ
全
域
や
愛
媛
県
南
予
地

方
な
ど
の
獅
子
舞
に
も
確
認
で
き
る
も
の
で
、

徳
島
県
の
キ
タ
ガ
タ
に
分
布
す
る
ほ
と

ん
ど
の
獅
子
舞
も
、

そ
れ
ら
と
同
じ
範
疇
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

［高
嶋

一
九
九
九
　
一
〓
〓
一～
二
三
二
］。

と
こ
ろ
が
、

本
稿
で
取
り
上
げ
る
羽
ノ
浦
町
東
傍
示
や
那
賀
川
町
原
の
獅
子
舞
は
、

そ
の
所
在
も
キ
タ
ガ
タ
よ
り
南
に
位
置
し
、

後
に
触
れ
な
よ
う
に
、

そ
の
内
容
も
著
し

く
異
な
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
獅
子
舞
が
、

四
国
内
で
は
顕
若
な
多
数
派
の
獅
子
舞

と
は
、

異
な
る
過
程
を
経
て
成
立
し
た
可
能
性
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
順
に
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
み
て
い
こ
う
。
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〓
一　
東
傍
示
の
獅
子
舞

（
一
〉

瓶
要

現
在
獅
子
舞
が
演
じ
ら
れ
る
羽
浦
神
社
は
、

羽
ノ
浦
町
の
大
字
官
倉
と
中
庄
の
氏
神

で
、　

一
九

一
〇
年

（明
治
四
三
）
に
、

周
辺
地
域
の
こ
三
社
四
〇
察
神
を
合
記
し
て
成

立
し
た
。

東
傍
示
。
と
は
、
中
と
の
な
か
ら
小
学
で
あ
る
中
塚
と
理
疑
威
を
あ
わ
せ
た

地
域
の
こ
と
で
、

両
方
の
一
字
を
取
っ
て
塚
原
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
獅
子
舞
は
、　

一
九
六
四
年

（昭
和
三
九
）
に

「獅
子
の
舞
」
と
し
て
羽
ノ
浦
町

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

『
徳
島
県
の
民
俗
芸
能
』
全

九
人
五
年
発
行
）
で

は

「東
傍
示
獅
子
舞
」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る

［徳
島
県
教
育
委
員
会
文
化
課
編

一
九
人
五
　
一
一人
］。
本
稿
で
は
後
述
の
原
と
の
区
別
を
明
雅
す
る
た
め
、

地
名
を
冠
し

て

「東
傍
示
の
獅
子
舞
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

そ
の
出
来
は

「那
東
原
東
端
に
社
が

あ
っ
た
弁
財
天
の
祭
礼
に
、

悪
魔
払
い
と
し
て
明
治
８
年
頃
に
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら

れ
」、
「弁
財
天
が
明
治
四
二
年
五
月
羽
ノ
精
神
社

へ
合
記
の
後
は
、

那
東
原

・
中
塚
が

合
同
し
て
毎
年
羽
ノ
浦
神
社
宵
祭
の
夜
に
獅
子
の
舞
を
奉
納
す
る
よ
う
に
」
な
っ
た
と

い
う

［羽
ノ
浦
町
文
化
財
保
護
審
議
会
編
　
一
九
九
〇
　
一
九
中。
た
だ
し
、

東
傍
示
の

「獅
子
屋
台
」
が

一
人
六
四
年

（元
治
元
）
人
月
の
創
始
と
し

［羽
ノ
浦
町
文
化
財
保

護
審
議
会
編
　
一
九
九
〇
　
一
〓
二

（現
時
点
の
私
の
調
査
で
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
記
録

・
塁
書
銘
等
は
未
確
認
）
、

そ
の
年
に
獅
子
舞
を
始
め
た
と
す
る
報
告
も
あ
る

［羽
ノ
浦

町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
五
　
とハ
四
六
］。
聞
き
取
り
調
査
で
は
、

時
期
不
詳
な

が
ら
後
述
す
る
原
か
ら
東
傍
示
へ
獅
子
舞
を
教
え
た
と
い
う
話
を
両
方
の
地
区
で
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
た
が
っ
て
ま
と
め
れ
ば
、

幕
末
～
明
治
初
期
頃
に
原
か
ら
東

傍
示
へ
獅
子
舞
が
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

獅
子
舞
は
、

東
傍
示
全
体
を
九
つ

（中
塚
を
五
つ
、

那
東
原
を
四
つ
）
に
分
け
、

毎

年
輪
番
し
て
決
め
ら
れ
る
当
家
が
そ
の
世
話
を
す
る
。

当
家
は
自
宅
を
獅
子
舞
の
棟
習

場
所
に
提
供
し
、

練
習
後
は
演
者
た
ち
に
バ
ラ
ず
し
な
ど
作
つ
て
ふ
る
ま
っ
た
。

現
在

は
塚
原
集
会
場
が
練
習
場
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

祭
礼
前
日
の
一
〇
月

一
三
日
は
シ
ョ
ウ
ジ
ン
イ
リ

（精
進
入
り
）
と
い
い
、
こ
の
日

は
境
内
の
中
で
各
傍
示
の
ダ
ン
ジ
リ
が
準
備
さ
れ
る
。

東
傍
示
の
シ
シ
ヤ
タ
イ

（獅
子

屋
台
、

シ
ン
グ
イ
と
も
い
う
）、
宮
倉

・
羽
ノ
浦

・
清
川

・
高
日
の
四
傍
示
の
グ
ン
ジ
リ

（大
太
鼓

，
鉦

。
三
味
線
な
ど
の
囃
子
方
が
乗
る
）、
野
神
の
オ
カ
グ
ラ

（小
型
の
ダ
ン

ジ
リ
）
が
出
る
。

準
備
が
終
わ
る
と
ベ
タ
ツ
チ
と
い
っ
て
四
台
の
ダ
ン
ジ
リ
が

一
斉
に

と
ヨ
ウ
ン
を
打
つ

（Ｈ
囃
子
を
囃
す
）。

東
傍
示
の
シ

シ
ヤ
タ
イ
は
か

つ
て

「
だ
ん
じ

り
を
持
て
な
い

村
だ

っ
た
の
で

獅
子
舞
を
奉
納

し
た
」
［徳
島
県

教
育
委
員
会
文

化
課
編

　

一
九

八
五
　
一
一人
い
と
報
告
さ
れ
た
よ
う
に
、

厳
密
に
は
ダ
ン
ジ
，
と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。

囃
子
も
伴
わ
ず
、

人
も
乗
ら
ず
、

獅
子
を
載
せ
て
動
く
台
車
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
か
。

　
獅
子
舞
に
使
わ
れ
る
糖
は
、

現
在
は
高
さ
約
五

ｍ
の
鉄
筋
建
て
の
も
の
が
境

内
に
常
設
さ
れ
て
い
る
が
、

苦
は
木
製
で
、

東
傍
示
か
ら
木
材
を
運
ん
で
こ
の
日
に
設

置
さ
れ
て
い
た
と
い
う

（紙
収
は
一
六
日
）
。

一
〇
月
十
四
日
、
ヨ
ミ
ヤ

（官
官
）。
夕
方
六
時
頃
か
ら
四
台
の
ダ
ン
ジ
リ
と

一
台
の

オ
カ
グ
ラ
が
順
番
に
と
ヨ
ウ
ン
を
二
回
ど
お
り
打
ち
、

続
い
て
浦
安
の
舞
、

そ
の
後
獅
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子
舞
が

一
回
行
な
わ
れ
る
。

そ
の
後
再
び

一
回
ど
お
り
と
ョ
ツ
シ
が
打
た
れ
て
こ
の
日

は
終
了
。

翌

一
五
日
、
と
ル
ミ
ヤ

（昼
宮
）。
午
前

一
〇
時
頃
か
ら
、

ま
た
こ
回
ど
お
り
と
ョ
ウ

シ
を
入
れ
、

そ
の
後
各
ダ
ン
ジ
フ
が
バ
バ

（参
道
）

へ
練
り
出
す
。

毎
年
そ
の
先
頭
を

行
く
の
が
東
傍
示
の
シ
シ
ヤ
タ
イ
で
、

以
下
野
神
の
オ
カ
グ
ラ
、

四
傍
示
の
ダ
ン
ジ
ツ

と
続
く
。　

一
行
は
神
社
八
日
に
あ
る
鳥
居
の
と
こ
ろ
で
止
ま
り
、

そ
の
場
で
と
ョ
ウ
シ

を
打
つ
。
こ
の
間
神
繁
は
オ
イ
ナ
ミ
と
い
っ
て
神
輿
担
当
と
な
つ
て
い
る
七
傍
示
の
町

内
を
巡
行
す
る
の
だ
と
い
う
。

午
後
五
時
頃
神
興
が
戻
っ
て
く
る
と
、

各
ダ
ン
ジ
リ
も

向
き
を
変
え
て
神
社
に
戻
り
、

祭
は
終
了
す
る
。　
　
‐

（
二
）
舞

獅
子
舞
は
前
述
の
櫓
に
梯
子
を
掛
け
、

そ
の
手
前
に
敷
物
を
敷
い
て
行
な
わ
れ
る
。

梯
子
を
正
面
に
見
て
櫓
の
左
脇
に
幕
を
付
け
、

そ
こ
か
ら
獅
子
が
出
入
り
す
る
。

櫓
に

は
中
段
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
小
大
鼓
　
鉦
の
囃
子
方

（
い
ず
れ
も
小
学
校
五
～
六
年
生

男
子
。　

一
九
九
七
年
は
小
太
談
二
名
、

鉦

一
名
だ
っ
た
。

）
が
控
え
、

そ
の
ほ
か
獅
子
に

二
名

（交
代
要
員
数
名
）
、
日
上

一
名
、

幕
ひ
き
役

一
名
、

ォ
イ
グ
シ
一
名
、

キ
ヌ
マ
フ

シ
ニ
名

（
い
ず
れ
も
青
年
）
を
要
す
る
。

で
は
具
体
的
に
そ
の
舞
の
過
程
を
追
っ
て
み

■
，
９
。

表
１
は
東
傍
示
の
獅
子
舞
の
過
程
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

参
照
し
た
の
は
、

私

の
実
見
し
た

一
九
れ
七
年
の
羽
ノ
浦
神
社
宵
祭
で
演
じ
ら
れ
た
時
の
も
の
で
、

当
時
撮

影
し
た
ビ
デ
オ
映
像
や
、

後
日
の
間
き
書
き
争
で
補
っ
て
作
成
し
た
。

表
で
は
舞
の
過

程
を
番
号
順
に
解
説
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
平
面
図
を
右
に
置
い
て
獅
子
の
位
置
を
図

示
し
た
。

ま
た
所
々
の
特
徴
的
な
動
き
は
さ
ら
に
右
側
に
イ
ラ
ス
ト
を
加
え
理
解
の
助

け
と
し
た
。

実
際
の
舞
を
リ
ア
ル
に
再
現
し
得
た
も
の
で
は
な
い
が
、

舞
の
大
き
な
流

れ
や
特
徴
的
な
芸
態
を
把
握
し
、

論
を
す
す
め
る
た
め
の
便
宜
的
な
表
と
了
解
さ
れ
た

『
羽
ノ
浦
町
史
』
民
俗
編
で
は
、
こ
の
舞
を

（
一
）
獅
子
舞
い

（二
〉
寝
舞
い

〈三
）

雲
の
舞
い

（四
）
谷
渡
り
の
舞
い

（五
）
天
丼
の
舞
い

（六
）
一月
草

（七
）
梯
子
下
と

し

［羽
ノ
浦
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
五
　
一ハ
四
六
～
六
四
七
］
、

『
徳
島
県
の

民
俗
芸
能
』
で
は

（
一
）
獅
子
舛

（
二
）
寝
舞

（三
）
雲
舞

（四
）
肩
車

（五
）
獅
子

舞

〈
口
を
大
き
く
あ
け
る
）
企
０

谷
渡
り
の
舞

（七
）
天
丼
舞
と
に
分
け
る
が

［生
野

一
九
九
人
　
四
二
］、
こ
れ
ら
よ
り
以
前
に
発
行
さ
れ
た

『
羽
ノ
浦
町
の
文
化
財
』
で

は
、
「基
本
流
計
は
七
つ
、

舞
の
型
は
大
き
く
獅
子
舞

・
寝
舞
　
雲
舞

・
谷
渡
り
の
舞

・

天
丼
舞
の
■
つ
に
分
か
れ
る
」
（付
点
―
引
用
者
）
と
し
て

，演
者
の
間
で
の
た
う
ち

・

雲
舞

ヽ
肩
車

・
谷
渡
り
な
ど
と
呼
ば
れ
」
る

「種
々
の
変
化
」
が
あ
る
と
し
て
い
る

［羽

／
浦
町
文
化
財
保
護
審
議
会
編
　
一
九
九
〇
　
一
九
］。
い
ず
れ
も
舞
を
七
区
分
す
る
が
、

個
々
の
名
称
は
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。

私
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

地
元
の
演
者
た
ち
は
通
常
こ
の
舞
を

「
一
番
」
か
ら

「七
番
」

の
番
号
で
通
称
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
採
用
す
る
。

表

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
こ
の
獅
子
舞
の
囃
子
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ジ

（地
）
と
や
や
速

い
テ
ン

（転
、

テ
ン
テ
ン
と
ヽ
い
う
）
の
二
種
類
を
交
三
に
演
奏
し
て
お
り
、

七
区
分

は
こ
の
嘩
子
の
演
奏
区
分
に
則
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
表
中
の
囃
子
に
ト
ー
ン
を
か
け
た
⑤
③
⑭
は
、

大
鼓
や
鉦
が

「ダ
ダ
グ
グ

グ
…
」
と
抑
場
を
つ
け
て
連
打
さ
れ
る
箇
所
で
、
こ
の
時
獅
子
は
舞
台
隅
に
あ
る
幕
を

く
ぐ
っ
て
入
退
場
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、

通
常
七
区
分
さ
れ
る
こ

の
舞
は
、
ジ
ー
テ
ン
の
組
み
合
わ
せ
を

一
部
と
す
る
二
部
構
成
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き

る
。

二
部
構
成
は
後
述
の
原
と
も
共
通
す
る
も
の
で
、
こ
の
舞
の
展
開
上
の
骨
組
み
と

い
えヽ
よ
】ク
。

ま
た
調
査
中
に
何
度
も
話
に
の
ぼ
っ
た
の
は
、
ョ
一番

（⑥
ご

で
、

そ
の
部
分
を
と
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表 1 東傍示の獅子舞の舞の流れ

語 の 流れ 直 子 正 直 動作の慎式図

一
番

抑すつ番" つ車垣o 浪りlH「“崎つレ‐つ
ら 展時計まわり (以下も同じ) に2

働 悌子の飾て止まつて頭をうなだれ
る。

ヤ,ラ

ち軒子

a

1 , ,

と左右に頭を撮る。これを2 回擦り遅

( a ) 。暗々頭を振る しばらくする
と、頭を」ヽ刻みに震わせながら上から下
へ下ろす動きを繰り返して起きる
(b ) 。再び1 同まわつて構子の前で上
まる。

ジ

二
番

t41博千昌壕払富巳予措宙太簡徹宅堅岳ぢ松
位置につき、そこで仰向けになること2
回 (o ) 。再び同じような進みちで1
同 同じ位置から次は上に横鏡 回ヽ す
ぐに古に穏転1 回 (d ) . FIび同じ遣み
方で1 周して 悔子の前て止まる

テ ン

C         」

晶 静 駄

・2 ロ

∪母し界ふ母層とこ宮宅i患暑実呂鷲場占
娠りかS って (o ) 、そのまま対島線上
に幕へ退陽

二
番

◎層暑字S9零ヤ澄と圏ほ宅碧課る君曇望
きながら奎島 帯の端をくわえて何子も

後から空縁. オイダンが獅子を真きなが
らゆっくりまわつて行く ( 1 ) 。2 周め
梅子の前で オイダシは裏早く傘を調しヽ
て獅子を受け止め ( g うすぐ退掲. 残つ
た獅子はBJ方へまわり込′vでその場て体
を丸めてしばしい慧 (h )  超きると再
び1 目まわって悔子の前て止まる。

シ

h
ぬ

四
番

∪竪岳昌箕虐塁宅増製甘j2啓ぢ晏ぁ
陽で2 回まわる 目車の体錯を冊すと、
すぐに j 国の体踏になつて (ここでキヌ
マワシ2 人が現れ キヌを回して補助)
またその場で2 回まわる. もとに戻る
(戻るときもキヌマワンが稲別) .

ァ ン

③ 9 ←J需にして違喝。

五
番

◎饗 宮馬認岳硲痛 事『
しこりにロ

ジ⑩留実匡督揚君準紡属言手P
しきりに□

六

番

∪思
こ
昌と歳己ぞ断:

5
督も忌岳桂晟3博

噛み鴫らしつつ2 自 (k ) . 正面まわつ
召資方の韓子に対時すると、頭を六をく
2 回振りかS って 床をE うように進み
( l ) 、常子の中陵にもたれかかる。一

度下がってもう1 回くり運す。

テ ン L運
L
← 々

′`~
ぃヽ"

七

番

(D髪孟〒予啓群華ぬ己く挫7亀弓ょiJ
と再がかかる。上まで登るとし 下々を堀
いつつしばらく●a ようゃく降りてく
るが 降りる時は崎々顕を振つて箇却g
み略らす (n ) 。

ジ

⑮ 峰りると④同様の進みヵ ( 1 周。 ァ ン

o O に同倍にして退島
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く
に

「雲
舞
い
」
と
呼
び
、

そ
れ
が

一
番
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

要
注
意
し
て
お
き
た
い
。

四
　
原
の
獅
子
舞

全

）
概
要

那
賀
川
町
は
一
九
五
六
年

（昭
和
三

一
）、
平
島
村
と
今
津
村
の
合
併
に
よ
つ
て
成
立

し
た
。

平
島
村
の
前
身
で
あ
る
平
島
庄
は
、

室
町
時
代
後
期
の
一
五
三
四
年

（天
文
三
）、

一
一
代
将
章
足
利
義
達
の
子
で
、　

一
〇
代
義
植
の
養
子
の
足
利
義
冬
が
移
り
住
み
、

以

来
阿
波
公
方

（平
島
公
方
）
と
い
わ
れ
二
七
〇
年
間
九
代
に
わ
た
つ
て
居
を
構
え
て
い

た
土
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

原
地
区
は
旧
平
島
村
に
属
し
て
お
り
、

獅
子
舞
は

平
島
郷
の
郷
社
で
あ
っ
た
同
町
三
票
に
あ
る
人
幡
神
社
と
、

原
地
区
の
氏
神
社
で
あ
る

皇
子
神
社
の
祭
礼
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
前
述
の
と
お
り
幕
末
～
明
治
初
期
頃
に

東
傍
示
（
伝
播
し
て
お
り
、

ま
た
戦
後
は
阿
南
市
向
原
町
や
由
岐
町
木
岐
へ
も
教
え
て

い
る
Ｃ
。

町
の
寒
形
文
化
財
指
定
に
伴
う
ビ
デ
オ
撮
影
の
た
め
に
、

一
九
九
九
年

（平
成

一
こ

に
地
元
の
西
野
忠
男

（
一
九
二
一
年
生
ま
れ
）
が
ま
と
め
て
町
へ
提
出
し
た
と
い
う
手

記
の
写
し

（文
末
の

内資
料
１
］
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
「人
幡
神
社
の
古
記
録
中
安
永
四

年

（
一
七
七
五
年
）
と
文
化
十

一
年

（
一
人

一
四
年
）
の
三
度
こ
の
獅
子
舞
の
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
西
野
が
人
幡
神
社
の
先
代
の
宮
司
か
ら

聞
い
た
話
だ
と
い
い
、
こ
の
う
ち
安
永
四
年
の
記
録
は
残
念
な
が
ら
そ
の
所
在
が
つ
か

め
す
実
見
で
き
て
い
な
い
が
、

文
化

一
一
年
の
記
録
は
、

同
じ
人
幡
神
社
氏
子
で
あ
る

赤
池
町
地
区
の
ト
ウ
ヤ
が
持
ち
口
り
し
て
い
る
書
類
箱
中
の
ア
オ
ビ
ョ
ウ
シ

（青
表
紙
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
古
文
書
―
名
八
幡
官
烈
之
記
録
』
が
そ
れ
に
該
当
す
る

［那
賀
川
町

史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
一〇
〇
二
　
一
一
〓

六
～
一
三
二
〇
］。
後
に
詳
し
く
ふ
れ
る
が
、

そ
れ
に
は

「
一
、

獅
子
　
原
村
」
と
い
ち
お
う
原
村
の
獅
子
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の

で
あ
る
。

三
案
人
幡
神
社
の
祭

礼
は
俗
に
オ
オ
マ
ツ
フ

と
呼
ば
れ
る
が
、

そ
こ

へ
の
参
加
は
、

昭
和
三

〇
年
代
頃
を
最
後
に
途

絶
え
て
お
り
、　

一
方

ヨ

マ
ツ
リ
と
呼
ぶ
皇
子
紳

社
の
祭
礼
で
も
、

獅
子

舞
の
上
演
は
近
年
途
絶

え
が
ち
だ
と
い
う
。
し

た
が
つ
て
以
下
は
多
く

が
聞
き
取
り
調
査
に
よ

る
も
の
と
な
る
。

原
地
区
は
戸
数
四
五
戸
で
地
区
全
体
を
ニ
シ
・
マ
エ
「
と
ガ
シ
・
ウ
ラ
と
呼
ば
れ
る

四
つ
の
傍
示
に
分
け
、
こ
の
四
傍
示
を
毎
年
輪
番
す
る
ホ
ン
ト
ウ
ヤ
と
ヒ
キ
ド
ウ
と
い

う
こ
つ
の
当
家
が
あ
っ
た

（原
で
は
当
家
は
特
定
の
個
人
や
家
を
定
め
る
も
の
で
な
く
、

そ
の
年
当
っ
た
惨
示
全
体
を
指
す
と
い
う
ヽ

ホ
ン
ト
ウ
ヤ
と
な
っ
た
人
々
は
自
宅
を
獅

子
舞
の
練
習
場
に
充
て
、

オ
オ
マ
ツ
サ
も
コ
マ
ツ
リ
も
含
め
そ
の
年
の
祭
事

一
切
を
仁

さ
れ
た
と
い
い
、
Ｌ
キ
ド
ウ
は
オ
オ
マ
ツ
リ
に
ダ
ン
ジ
リ
を
曳
く
役
だ
っ
た
と
い
う
。

獅
子
舞
の
練
習
は
ナ
ラ
シ
と
い
い
、

毎
年
七
月

一
〇
日
の
皇
子
神
社
の
夏
祭

（ゴ
サ

イ
と
い
う
。

青
は
ギ
オ
ン
サ
ン
と
も
呼
ん
だ
。

同
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
人
坂
神
社
の

写真3  原の師子舞

(神戸市でのイベントにて、1999年撮影

/ 小杉功氏提供)
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祭
礼
と
思
わ
れ
る
）
の
後
に
始
め
ら
れ
た
と
い
う
。

九
月

一
三
日
は
シ
ョ
ウ
ジ
リ
と
い
う
。

オ
オ
マ
ツ
リ
の
前
日
で
あ
る
。

原
は
東
傍
示

と
違

っ
て
グ
ン
ジ
サ
を
所
有
し
て
お
，
、
こ
の
日
に
タ
ン
ジ
リ
を
組
み
立
て
て
人
幡
神

社
ま
で
曳
い
た
。

ま
た
ヤ
グ
ラ
用
の
材
木
も
連
ん
で
オ
タ
ビ

（御
旅
所
）
に
組
み
立
て

ら
れ
た
。

か
つ
て
人
幡
神
社
の
祭
礼
に
は
、

氏
子
各
地
域
か
ら

「平
島

一
二
カ
グ
ラ
」

と
呼
ば
れ
た

一
二
台
の
ダ
ン
ジ
フ

（ヤ
タ
イ
と
も
い
う
）
が
集
ま
っ
た
が
、

毎
年
ア
ク

マ
バ
ラ
イ
と
し
て
そ
の
先
頭
を
行
く
の
が
原
の
ダ
ン
ジ
ブ
で
、

以
下
百
原
の
オ
カ
グ
ラ

ー
赤
池
在
所
の
オ
カ
グ
ラ
ー
北
中
島
の
フ
ナ
ダ
ン
ジ
リ
ー
赤
池
町

，
三
栗
　
大
京
原

・

熊
氏

，
刈
屋

・
出
島

・
工
地
の
各
ダ
ン
ジ
リ

（毎
年
く
じ
引
き
で
順
番
で
決
定
）
と
続

き
、

最
後
は
必
ず
古
津
の
ダ
ン
ジ
リ
で
あ
つ
た
と
い
う
。

グ
ン
ジ
リ
に
は
ツ
チ
ヨ
と
呼

ぶ
子
供
た
ち
が
乗
っ
て
大
太
鼓
　
小
大
鼓

・
小
故

・
鉦
な
ど
で
と
ョ
ウ
シ
を
打
ち

（＝

囃
子
を
囃
す
）、
オ
カ
グ
ラ
は
大
鼓
が
載
つ
た
や
や
小
さ
い
ダ
ン
ジ
リ
、

フ
ナ
ダ
ン
ジ
リ

は
船
の
形
を
し
た
グ
ン
ジ
リ
で
あ
る
と
い
う
。

一
四
日
、
ヨ
イ
ミ
ヤ

（宵
宮
）。
オ
オ
ト
ウ

（人
幡
神
社
の
当
家
）
の
合
図
に
従
っ
て
、

境
内
に
置
か
れ
て
い
た
各
地
区
の
ダ
ン
ジ
リ
が
オ
タ
ビ
に
移
動
。

オ
タ
ビ
で
は
神
事
の

後
、

各
ダ
ン
ジ
リ
の
と
ヨ
ツ
シ
が
打
た
れ
、

獅
子
舞
も
こ
の
時
行
な
わ
れ
た

（終
わ
れ

ば
櫓
は
解
体
さ
れ
、

翌
日
向
か
う
バ
バ
の
端
へ
と
移
築
さ
れ
た
と
い
う
。

た
だ
し
、

『
那

賀
川
町
史
』
下
巻
で
は
、

昼
官
は
櫓
を
建
て
ず
ダ
ン
ジ
リ
に
梯
子
を
か
け
た
と
し
て
い

る

中那
賀
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
一〇
〇
二
　
九
〇
六
↓。

一
五
日
、
と
ル
ミ
ヤ

（昼
宮
）。
こ
の
日
は
オ
ネ
，
と
い
っ
て
各
ダ
ン
ジ
リ
が
地
拍
子

な
ど
を
打
ち
な
が
ら
オ
タ
ビ
か
ら
バ
バ
の
端
ま
で
練
っ
た
。

パ
バ
の
端
で
も
や
は
リ
ヒ

ヨ
ウ
ン
が
打
た
れ
、

そ
の
後
獅
子
舞
。　

一
行
は
そ
の
後
本
殿
に
戻
り
、

祭
り
は
終
了
し

た
。一

〇
月
九
、　

一
〇
日
に
は
皇
子
神
社
の
コ
マ
ツ
リ
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
時
は
タ
ン

ジ
ブ
も
出
し
た
が
曳
行
し
な
か
っ
た
こ
と
以
外
、

オ
オ
マ
ツ
リ
と
同
様
の
手
順
だ
と
い

】
一コ
ン
。含

一〉
舞

櫓
は
今
日
で
は
普
通
に
ヤ
グ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

前
述
の
西
野
に
よ
れ
ば
青
は

ユ
カ
と
い
う
呼
び
方
も
あ
っ
た
と
い
い
、

準
備
の
時

「
ユ
カ
組
み
立
て
る
ぞ
―
」
な
ど

と
言
っ
た
と
い
う
。

木
製
の
五
寸
角
の
桂
で
組
み
立
て
ら
れ
、

頂
上
部
に
は
六
尺
四
方

の
足
場
が
あ
っ
て
四
隠
に
竹
を
立
て
て
幕
で
覆
い
、

ま
た
櫓
の
師
部
分
も
幕
で
覆
っ
た

と
い
う
。

幕
に
は
皇
子
神
社
の
紋

（違
い
鷹
羽
）
が
入
っ
て
い
た
が
、

戦
後
は
紅
白
幕

な
ど
も
用
い
ら
れ
た
。

梯
子
を
掛
け
て
手
前
に
は
遊
を
人
枚
敷
い
た
。

獅
子
の
出
入
り

す
る
幕
は
東
傍
示
と
反
対
で
櫓
の
右
脇
に
付
い
た
。

表
２
は
そ
の
舞
の
過
程
で
あ
る
（見
方
は
表
１
と
同
じ
）。
表
化
の
索
材
と
し
た
の
は
、

町
の
無
形
文
化
財
指
定
を
機
に
同
町
教
育
委
員
会
監
修
の
も
と
で
記
録
撮
影
さ
れ
た

一

九
九
九
年

（平
成

一
一
）
の
皇
子
神
社
祭
礼
で
の
上
演
の
ビ
デ
オ
映
像
で
、
こ
の
時
は

櫓
の
頂
上
ま
で
登
ら
ず
十
分
な
復
活
で
は
な
か
つ
た
が
、

今
で
は
貴
重
な
映
像
記
録
で

あ
り
、

そ
の
ま
ま
表
化
し
た
。

囃
子
は
主
に
旋
律
の
異
な
る
二
種
類
が
あ
り
、
と
く
に
名
称
は
な
い
の
で
仮
に
テ
ン

ポ
の
遅
い
方
を
Ａ
　
速
い
方
を
Ｂ
　
と
表
し
た
。

表
右
端
の

「の
た
う
ち
」
等
舞
の
部

分
名
称
の
表
記
も
、

前
述
の
映
像
や
手
記
に
よ
っ
た
が
、

そ
れ
と
は
別
に
地
元
で
は
、

こ
の
舞
は
大
き
く
二
つ
の
舞
か
ら
な
る
と
も
説
明
し
て
い
る
。

そ
れ
は
表
か
ら
も
辿
れ

る
よ
う
に
嘩
子
Ａ
　
Ｉ
Ｂ
　
を

一
セ
ツ
ト
と
し
て
、

獅
子
の
入
退
場

（①
⑤
③
⑫
）
を

節
目
を
す
る
三
都
構
成
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

楽
器
編
成
は
ヨ
ダ
イ
ョ

（締
め
太
談
）
を
打
つ
子
供
が
二
人
、

大
人
の
三
味
線
が

一

人

（近
年
は
数
人
）
で
、

い
ず
れ
も
グ
ン
ジ
リ
の
中
か
ら
演
奏
し
て
い
た
と
い
う

（ビ

デ
オ
で
は
ダ
ン
ジ
リ
は
出
て
い
な
か
つ
た
）。
な
お
集
会
所
で
保
管
さ
れ
て
い
る
古
い
道
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寮の流れ 子唾 団 重 期「の慎式図

の
た
う
ち

∪ 7」干かり章島 頭の翁を喝らしなが
反時計まわり (以下も同じ) に2
国のX の位置て止まる。

ら
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師 子
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塁ぜ輔鋼緞B

⑤留]嘉岳饗零盟昌比r賀島香協暑ょ雪屋
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勇
き
出
し
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舞
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口留
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思高を二雪亀逢晏暑ぞ牢曽0署烹曇モ声 B
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は
し
ご
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o U と同療に曇場してx で止まる
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ぐ
ら
の
ほ
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お
り

B
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の運い
B )
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υ O こ劇寝にして退陽.

表2  原の獅手舞の舞の流れ
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具
の
中
に
小
型
の
鉦
が

一
個
あ
り
、

か
つ
て
は
そ
れ
も
嘩
子
に
加
わ
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

な
お
表
２
は
鵜
に
登
り
き
ら
ず
に
終
わ
つ
て
い
る
が
、

生
原
保

一
（
一
九
三
六
年
生

ま
れ
）
に
よ
る
と
、

者
は
獅
子
が
梯
子
を
登
り
な
が
ら
二
日
く
ら
い
上
半
身
を
仰
け
反

ら
せ
る
な
ど
の
芸
を
し
、

櫓
の
頂
上
ま
で
行
く
と
頂
上
両
端
に
立
て
て
あ
っ
た
笹
竹
に

獅
子
頭
を
引
っ
掛
け
、

獅
子
が
笹
越
し
に
下
を
覗
き
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
よ
う

に
置
い
て
、

頂
上
で
控
え
て
い
た
別
の
舞
い
手
二
人
と
交
代
し
た
と
い
う
。

交
代
す
る

と
、

ま
ず
そ
の
場
で
肩
草
を
演
じ
、

上
手
な
舞
い
手
な
ら
そ
の
体
勢
の
ま
ま
で
梯
子
を

降
り
て
き
た
と
い
う
。

危
険
を
伴
う
高
い
櫓
上
で
の
技
術
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
な

が
ら
、

原
で
ヽ
舞
で
一
番
難
し
い
の
は
、

や
は
り
槽
に
登
る
前
の

「曳
き
出
し
」
だ
と

さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

五
　
獅
子
と
ダ
ン
ジ
リ
と
櫓
の
表
す
も
の

（
一
）
雲
舞
と
蜘
蝶
舞

前
章
で
は
東
傍
示
と
原
の
両
事
例
を
具
体
的
に
見
て
き
た
。

紳
か
い
差
異
は
あ
る
も

の
の
、
と
く
に
舞
に
つ
い
て
は
幕
か
ら
の
入
退
場
を
区
切
り
と
し
て
、

共
通
し
て

Ｉ
　
（獅
子
が
地
面
を
転
が
る

「
の
た
う
ち
」
な
ど
）

Ⅱ
　
（和
傘
を
持
っ
た
人
物
の
登
場
↓
肩
車
）

皿
　
（櫓
に
登
る
）

と
い
う
二
部
構
成
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。

通
常
は
大
掛
か
り
で
見
栄
え
す
る
Ⅲ
　
に
限
を
惹
か
れ
が
ち
だ
が
、

当
事
者
間
で
最

も
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、

東
傍
示
で

「雲
舞
い
」、
原
で

「曳
き
出
し
」
と
呼
ば

れ
る
工
　
の
部
分
で
あ
っ
た
。

原
の

「曳
き
出
し
亡
に
つ
い
て
前
述
の
生
原
は
、
「針
き

併
し
は
雲
舞
い
の
一
部
で
、

曳
き
出
し
が
終
わ
つ
て
か
ら
が
本
格
的
な
雲
舞
い
」
と
も

述
べ
て
お
り
、

す
な
わ
ら

「雲
舞
い
」
（＝
Ｉ

）
デ】そ
が
、
こ
の
舞
の
最
も
重
要
な
部

分
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、

ま
ず
こ
の

「雲
舞
い
」
に
つ
い
て
考
祭
を
深
め

て
い
こ
】ク
。

「雲
舞
」、
あ
る
い
は

「蜘
妹
舞
」
「蜘
舞
」
と
表
記
さ
れ
る
芸
能
が
、

室
町
時
代
か

ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
存
在
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て

は
す
で
に
多
く
の
優
れ
た
研
究

［岩
橋

一
九
五

一
、

郡
司
　
一
九
六
九
、

守
屋
　
一
九

八
五
　
な
ど
］
が
あ
る
の
で
詳
細
は
そ
ち
ら
に
よ
ら
れ
た
い
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
本
稿

の
論
旨
に
そ
つ
て
、

そ
の
概
要
を
述
べ
て
お
こ
う

（以
下
表
記
は
一
般
的
な

「蜘
昧
舞
」

を
使
用
す
る
）。

蜘
昧
舞
は
端
的
に
言
う
な
ら
ば
、

網
渡
り
を
中
心
的
な
芸
と
す
る
芸
能
の
一
種
で
あ

る
。

そ
の
名
称
は
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
利
の

『
諸
国
遊
里
好
色
由
来
揃
』
に

「蜘

巣
を
か
け
て
、

心
や
す
く
軒
よ
り
軒

へ
つ
た
ふ
ご
と
く
、

軽
き
わ
ぎ
を
な
す
ゆ
へ
に
、

蜘
舞
と
名
づ
け
し
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、

縄
の
上
で
の
蜘
味
の
よ
う
な
自
由
自
在
な
動

き
に
出
来
し
て
い
る
。

文
献
上
の
初
出
は
、

す
で
に
朝
倉
無
馨
や
岩
橋
小
繭
太
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

興
福
寺
所
蔵
の
賢
忍
房
良
尊
が
書
写
し
た
大
般
者
経
の
奥
書
に
み
え
る
奈
良
で
の
ク
モ

舞
の
勧
進
果
業
を
伝
え
る
記
事
で
、

そ
の
天
文

一
八
年

（
一
五
四
九
）
霜
月
二
二
日
に

記
さ
れ
た
第
七
三
巻
の
奥
書
に
は

「縄

一
筋
の
上
に
自
在
に
は
た
ら
く
こ
と
、

ク
モ
の

家
な
ど
を
作
置
き
て
走
り
あ
り
く
よ
り
も
自
在
な
り
」
と
あ
つ
て
、

以
下
縄
上
で
足
を

か
け
て
頭
か
ら
ぶ
ら
下
が
つ
た
り
、

腰
掛
け
た
り
、
と
ん
ぼ
が
え
り
を
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る

［朝
倉
　
一
九
二
人
　
一
一人
、

岩
橋
　
一
九
五
一
　

一
五
四
～
十
五
人
］
。

も
と
は
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
伝
来
し
た
散
楽
の
一
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

郡

司
正
勝
が

「近
世
の
蜘
舞
に
は
、

た
ん
な
る
奈
良
朝
の
散
楽
の
伝
来
ば
か
り
で
な
く
、
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近
世
初
頭
に
、

あ
ら
た
に
開
け
た
海
外
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、

長
崎
渡
り
の
曲
芸
が
第

二
次
的
の
舶
来
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

古
来
の
蜘
舞
に
新
生
命
を
吹
き
込
ん
だ
」
［都
司

一
九
六
九
　
七
六
口
と
指
摘
す
る
よ
ヶ
に
、

蜘
蝶
舞
は
放
下

・
蓮
飛
び

・
籠
抜
け
な
ど

の
出
芸
的
な
芸
能
と
同
様
に
、

当
時
流
行
し
て
い
た
異
国
情
緒
的
趣
向
が
加
味
さ
れ
て

こ
そ
、
こ
の
時
代
の
京
都
四
条
河
原
な
ど
で
華
々
し
く
興
業
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
す
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵

「四
条
河
原
遊
楽
図
」、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵

「四

条
河
原
絵
巻
」
な
ど
多
く
の
画
証
か
ら
視
見
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

例
え
ば
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
本
で
は
、

裁
付
履
き
で
腰
に
幣
を
差
し
布
で
顔
を
覆
つ
た
人
物
が
、

右

手
に
開
い
た
扇
子
を
持
ち
、

頭
を
下
に
し
て
、

野
外
に
建
て
ら
れ
た
高
い
柱
か
ら
張
つ

た
縄
を
伝
っ
て
降
り
て
く
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。

他
に
も
同
じ
表
束
の
人
物
が
桂
の

上
で
逆
立
ち
を
演
じ
、

地
上
の
小
屋
で
は
積
み
重
ね
た
三
宝
の
上
で
片
足
立
ち
を
し
て

お
り
、

ま
た
杵
姿
で
締
め
太
鼓
を
打
ち
嘩
し
な
が
ら
縄
上
の
演
者
を
見
上
げ
る
人
物
な

ど
も
描
か
れ
、

囃
子
に
あ
わ
せ
て
桂
や
縄
な
ど
で
き
ま
ざ
ま
な
芸
を
見
せ
た
こ
と
が
う

か
が
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
蜘
妹
舞
の
芸
態
の
う
ち
、
と
く
に
綴
渡
り
を
と
と
す
る
要
素
が
、

や
が
て

近
世
初
期
の
歌
舞
伎
と
深
く
結
び
付
い
て

「か
る
わ
ざ
」
と
し
て
演
じ
ら
れ

［郡
司

一
九
六
九
　
人

一
～
八
二
］、
ま
た

「ケ
レ
ン
」
「早
替
り
」
「宙
乗
り
」
と
い
っ
た
演
出

へ
と
展
開
し
、

今
日
の
歌
舞
伎
成
立
に
大
き
ぐ
貢
献
し
た
こ
と
は
、

す
で
に
郡
司
を
は

じ
め
多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

中郡
司
　
一
九
六
九
］、　
一
方
で
高
い

柱
に
登
り
そ
の
頂
上
で
芸
を
見
せ
る
と
い
う
要
素
も
含
め
、

蜘
珠
舞
の
孫
譜
を
伝
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
民
俗
芸
能
も
各
地
に
散
見
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
秋
田
県
南
秋
田
郡
天
王
町
東
湖
八
坂
神
社
の
天
王
祭
の
中
で
、

船
上
で
行

な
わ
れ
る

「蜘
妹
舞
」
は
、

『
出
羽
国
秋
田
領
風
俗
問
状
答
』
の
天
王
祭
の
項
に
も

「雲

舞
の
者

一
人
全
身
赤
く
装
束
し
て
、

桂

へ
の
ぼ
り
四
方
を
拝
し
、

其
綱
を
わ
た
る
。

（中

略
）
蜘
味
舞
は
大
蛇
を
表
す
る
と
な
ん
」
と
あ
っ
て
、

赤
い
衣
装
の
演
者
が
綱
を
わ
た

る
よ
う
す
と
、

そ
の
行
事
全
体
を
ス
サ
ノ
オ
命
の
説
話
に
な
ぞ
ら
え
、

蜘
味
舞
の
演
者

を
大
蛇
と
見
依
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
近
年
国
の

「記
録
作

成
等
の
処
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
茨
城
県
麓
ヶ
崎
市
の

撞
舞
を
は
じ
め
、

千
葉
県
野
田
市
下
町
の
津
久
舞
、

同
県
旭
市
の
つ
く
舞
、

同
県
香
取

郡
多
古
町
の
し
い
か
ご
舞
な
ど
の
利
根
川
流
域

［龍
ケ
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
編
　
一

九
九
四
中
や
、

山
口
県
岩
国
市
の

〓行
波
の
神
舞
」、
四
国
で
も
愛
媛
県
人
幡
浜
市
川
名

津
の

「桂
松
神
事
」、
高
知
県
幡
多
郡
三
原
村
や
同
県
中
村
市
利
岡
で
か
つ
て
行
な
わ
れ

て
い
た

「猪
子
舞
」
［
田
城
　
一
九
六

一
ａ
ｂ
、

津
野
　
一
九
人
三
］
で
も
み
ら
れ
、

そ

の
命
脈
は
今
日
ま
で
保
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
東
傍
示
。
原
の

「雲
舞
い
」
を

一蜘
妹
舞
」
と
比
べ
て
み
よ
う
。
「雲

舞
い
」
は
、

突
然
登
場
す
る
和
傘
を
持
つ
た
者
に
獅
子
が
ゆ
つ
く
り
と
曳
き
出
さ
れ
て

来
る
と
い
う
奇
妙
な
舞
で
、　

一
見
し
た
と
こ
ろ
そ
の
内
容
は

「蜘
味
舞
」
と
ま
っ
た
く

異
な
る
。

決
定
的
な
違
い
は
、

東
傍
示

，
原
の

「雲
舞
い
」
が
柱
に
登
っ
た
り
綱
を
渡

っ
た
り
し
な
い
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
獅
子
を
曳
く
演
者
に
注
目
し
た
い
。

東
傍
示
で
は
こ
の
演
者

（オ
イ

グ
シ
と
い
う
）
は
ほ
う
か
む
り
を
し
て
登
場
し
て
お
り
、

原
で
も
前
述
の
生
原
に
よ
れ

ば
か
つ
て
は
ほ
う
か
む
り
姿
で
、
さ
ら
に
者
は
赤
い
派
手
な
着
物
を
着
て
い
た
と
い
う
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
等
の
画
証
資
料
で
も
蜘
味
舞
の
演
者
は
覆
面
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、

『
出
羽
国
秋
田
領
風
俗
問
状
答
』
の

「雲
舞
の
者
」
は

「全
身
赤
く
装
束
し
て
」
い
た
。

ま
た
こ
の
演
者
が
手
に
す
る
和
傘
だ
が
、

江
戸
時
代
の

「見
世
物
絵
」
に
い
く
つ
も
描

か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

和
傘
は
か
つ
て
細
渡
り
　
衣
桁
渡
り
　
木
枕
渡
り
等
高
所
で
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
軽
業
芸
に
必
須
の
持
ち
物
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
綱
渡
り
を
暗
示
す
る
小

道
具
に
な
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
演
者
は
明
ら
か
に

「蜘
味
舞
」

を
模
し
て
お
り
、

原
や
東
傍
示
で

「雲
舞
い
」
を
難
し
い
と
重
要
視
し
て
き
た
の
は
、

彼
が
地
上
で
舞
う
演
技
力
に
よ
っ
て
空
中
に
舞
う

「蜘
蝶
舞
」
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
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い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ふ
た
た
び
こ
の
舞
全
体
の
構
成
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
工
　
の
途
中
で
和
傘
の
演

者
が
退
場
し
た
後
、

残
さ
れ
た
獅
子
は
肩
車
と
な
り
、
１
　
で
見
せ
な
か
っ
た
背
の
高

い
体
勢
と
な
つ
て
退
場
、

続
く
Ｉ
　
で
き
ら
に
高
い
櫓

へ
と
登
っ
た
。
「蜘
妹
舞
」
を
印

象
付
け
る
Ｉ
　
は
、

地
上

（Ｉ

）
で
舞
う
獅
子
が
、

舞
う
場
所
を
高
所

（皿

）

（
移

す
た
め
の
伏
線
、
あ
る
い
は
理
由
付
け
で
あ
り
、

全
体
と
し
て
こ
の
獅
子
舞
は
、

蜘
妹

舞
を
櫓
に
登
る
獅
子
と
い
う
趣
向
で
表
現
し
た
も
の
と
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

合
一）
ダ
ン
ジ
リ
の
存
在

蜘
味
舞
を
模
し
た
特
異
な
獅
子
舞
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
行
の
よ
う
な
舞
以
前
に
、

そ
の
前
身
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
存
在
し
た
可
能
性
は
大

い
に
考
え
ら
れ
る
が
、

残
念
な
が
ら
傍
証
と
な
る
文
書
史
料
に
極
め
て
乏
し
い
。
し
か

し
な
が
ら
今
日
の
獅
子
舞
成
立
に
い
た
つ
た
契
機
と
背
景
を
、

先
に
も
ふ
れ
た

『
人
幡

官
烈
之
記
録
』
の
内
容
を
詳
細
に
見
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
史
料
の
発
端
は
安
永
年
中

（
一
七
七
二
～

一
七
人

一
）、
八
幡
宙
の
祭
礼
に
北
中

島
か
ら
加
護
舟

（籠
船
――
フ
ナ
ダ
ン
ジ
リ
）
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

北
中
島

は
こ
の
加
護
舟
が
祭
礼
行
列
で
神
輿
の
後
に
つ
く

「跡
御
供
」
の
車
楽

（ダ
ン
ジ
リ
）

と
は
別
格
だ
と
し
て
神
輿
の
先
触
れ
の

「御
先
供
」
を
申
し
出
て
並
べ
た
が
、

後
か
ら

出
来
た
も
の
は
列
の
後
に
付
く
べ
き
と
他
の
氏
子
か
ら
反
発
を
受
け
、

以
来
二
年
間
地

元
で
据
え
置
か
れ
、

そ
の
後
の
仲
介
で

「跡
御
供
」
と
し
て
草
楽
の
後
に
付
い
て
い
た
。

続
い
て
寛
政
年
中

（
一
七
八
九
～

一
人
〇
一
）、
赤
池
村
か
ら
神
楽
太
鼓

（オ
カ
グ
ラ
）

が
出
さ
れ
た
が
、

神
楽
太
鼓
は
通
常

「御
先
供
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
後
へ
付
き

難
く
、

や
は
り
村
へ
持
ち
帰
り
そ
の
ま
ま
に
な
つ
て
い
た
。

時
は
流
れ
文
化

一
〇
年

（

人

一
三
）、
今
度
は
古
津
村
か
ら
車
楽
が
出
さ
れ
、

他
の
車
楽
同
様

「跡
御
供
」
へ
付
い

た
と
こ
ろ
、

間
に
加
護
舟
を
挟
ん
で

「車
楽
烈
悪
」
で
あ
っ
た
た
め
、

翌
文
化
一
一
年

（
一
人

一
四
）
人
月
相
談
の
上
、

北
中
島
の
加
護
舟
と
赤
池
村
の
神
楽
太
鼓
を

「御
先

供
」
と
す
る
こ
と
等
を
定
め
、

各
村
の
庄
屋

‘
五
人
組
　
当
人
年
の
連
名
の
上
で
文
書

と
し
て
明
記
し
た
。

そ
れ
が

『
人
幡
官
烈
之
記
録
』
な
の
で
あ
る
。

当
時
の
人
々
の
神
輿
の
前
後
に
対
す
る
認
識
や
、

ま
た
祭
礼
が
徐
々
に
隆
盛
し
整
備
き

れ
て
ゆ
く
過
程
が
う
か
が
え
る
大
変
興
味
深
い
史
料
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
中
の
獅
子

の
足
跡
を
辿
る
。

御
先
供

一
、

獅
子
　
原
村

一
、

加
護
舟
　
北
中
島

一
、

神
楽
　
赤
池
村

一
、

神
楽
　
西
原
村

一
、

神
興

跡
御
供

前
述
し
た
が
原
の
獅
子
舞
は
ダ
ン
ジ
フ
の
嘩
子
で
演
じ
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
タ
ン
ジ

リ
が
な
い
東
傍
示
で
も
、

轄
子
方
が
櫓
中
段
で
検
列
に
座
す
不
自
然
な
配
置
は
、

ダ
ン

ジ
リ
内
の
並
び
方
の
階
装
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
獅
子
舞
は
ダ
ン
ジ
リ
の
囃

子
で
舞
う
も
の
で
あ
り
、

ダ
ン
ジ
リ
の
存
在
を
前
提
に
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
文
中
で
は

「御
先
供
」
の
加
護
舟
や
神
楽
の
前
に

「獅
子
　
原
村
」
と

あ
る
の
み
で
、
「神
楽
」
は
後
に

「神
楽
大
鼓
」
「神
楽
車
楽
」
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
「獅

子
」
は
獅
子
草
楽
で
も
獅
子
台
で
も
な
い
点
に
注
意
さ
れ
た
い
。

御
休
所

一
、

神
輿
之
西
二
西
原
村
神
楽
　
赤
池
村
神
楽
、

東
ハ
原
村
獅
子

・
北
中
島
加
護

船
、

直
二
認
相
始
メ
車
薬
拍
子
順
二
弐
廻
ワ
宛
、

尤
弐
廻
フ
神
済
候
上
、

古
津

村
ヨ
リ
赤
池
村
へ
案
内
次
第
猶
又
御
別
当
へ
御
案
内
可
申
事
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続
い
て
御
休
所
で
は
、

ま
ず
加
護
舟
の
調

（う
た
）
が
あ
り
、

以
下

「車
楽
拍
子
」

が
二
回
ど
お
り
打
た
れ
た
後
、

草
楽
の
順
番
で
最
後
で
あ
る
吉
津
村
が
神
楽
の
先
頭
で

あ
る
赤
池
村

へ
連
絡
し
て
か
ら
御
別
当
へ
通
達
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

前
掲
の
列

順
も
考
慮
す
る
と
こ
の
順
番
内
に
原
村
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
「原
村
獅
子
」
は
配
置
場
所

こ
そ
記
さ
れ
る
が
′獅
予
舞
は
も
と
よ
り
、
あ
る
は
ず
の
車
業
の
拍
子
を
打
つ
機
会
さ
え

明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
当
時
原
村
が

「御
先
供
」
の

「獅
子
」
は
担
当
し
て
い

た
が
、

い
ま
だ
ダ
ン
ジ
サ
は
所
有
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
現
在
の
よ
う
な
舞
も
ま

だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考

え
る
の
が
家
当
で
は
な
い
だ
ろ

・ク
か
。

前
章
で
見
た
よ
う
に
、

現
在

こ
の
地
域
の
祭
礼
で
は
ダ
ン
ジ

リ
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
。

通
常
こ
の
地
域
の
ダ
ン
ジ
リ
が

屋
根
付
き
単
層
の
構
造
０

で
あ

る
の
に
対
し
、

原
の
ダ
ン
ジ
リ

は
二
層
構
造

（工
陪
建
て
）
で

ひ
と
き
わ
大
き
く
、　

一
階
に
囃

子
方
の
子
供
た
ち
が
乗
り
、

二

階
で
は
獅
子
が
頭
を
も
た
げ
る

か
の
よ
う
に
天
丼
か
ら
頭
を
吊
り
下
げ
た
と
い
う
。

東
傍
示
で
も
獅
子
は
シ
ン
ヤ
タ
イ

の
天
丼
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
、

師
衣
に
竹
篭
を
入
れ
て
膨
ら
み
を
も
た
せ
、

手
前
に

一

対
の
お
神
酒
が
据
え
ら
れ
て
、

人
々
の
参
拝
を
受
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
両
者
に
共
通

す
る
“

獅
子
を
装
う
”
し
つ
ら
え
は
、
こ
の
獅
子
を
単
に
神
輿
渡
御
を
先
導
す
る

「獅

子
」
と
だ
け
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

グ
ン
ジ
リ
上
に
掲
げ
ら
れ
る
作
り
物
　
人
形
と
し

て
の

「獅
子
」
と
し
て
認
識
し
な
け
れ
ば
、

そ
の
必
要
性
が
理
解
で
き
ま
い
。

鉾

・
傘

・
山
な
ど
の
造
形
物
や
仮
装
の
者
を
存
え
て
囃
し
た
て
、

そ
こ
に
災
い
を
託

し
て
遷
却
す
る
と
い
う
風
流
拍
子
物

［植
木
　
一
一〇
〇

一　
工食
全

が
、

祇
園
秦
を
は

じ
め
と
す
る
近
世
都
市
祭
礼
の
な
か
で
徐
々
に
発
達
し
、

後
に
全
国
へ
広
ま
っ
て
、

今

日
の
各
地
の
祭
礼
の
ダ
ン
ジ
リ
や
屋
台
（
と
展
開
し
た
こ
と
は
、

植
木
行
宣
が
綿
密
で

膨
大
な
研
究
に
よ
つ
て
論
証
し
て
い
る

い植
木
　
一
一〇
〇

一
］。
そ
の
連
却
に
は

「疫
神

を
な
ら
せ
可
視
化
す
る
造
形
物
と
そ
れ
を
嘩
す
と
い
う
装
置
が
不
可
欠
」
【植
木
　
一
一〇

〇

一
　
一
一人
］
で
あ
り
、

本
質
的
に
囃
さ
れ
る
も
の
と
囃
す
も
の
と
に
分
類
で
き
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

他
の
ダ
ン
ジ
リ
や
オ
カ
グ
ラ
が
ヒ
ョ
ツ
ン
を
打
ら
な
が
ら
渡
御
す
る
の
に
対
し
、

間

き
取
り
の
限
り
原
の
ダ
ン
ジ
リ
は
、

囃
し
方
の
子
供
た
ち
が

一
階
に
乗
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
と
ョ
ウ
ン
は
打
た
な
か
つ
た
。

ま
た
通
常
の
ダ
ン
ジ
リ
内
の
楽
器
編
成

（大

大
鼓
　
小
太
鼓

・
大
鼓

・
小
鼓

・
鉦
）
に
比
べ
、

原
の
そ
れ
（小
太
鼓

・
三
味
線
　
鉦
？
）

が
簡
素
な
点
や
、

東
傍
示
が
通
常
ヒ
ョ
ウ
ン
を
伴
う
ダ
ン
ジ
リ
を

「持
て
な
い
」
の
で

獅
子
舞
を
導
入
し
た
点
も
想
起
さ
れ
た
い
。

現
段
階
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、

少
な
く

と
も
他
よ
り
大
き
い
二
階
建
て
ダ
ン
ジ
リ
で
先
頭
を
進
ん
だ
原
の
獅
子
は
、

他
の
グ
ン

ジ
リ
か
ら

「囃
さ
れ
る
側
」
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

原
の
獅
子
が

「嘩
さ
れ
る
側
」
に
な
り
得
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、

最
初
に

，獅
子
」
が

あ
つ
て
、

そ
の
後
か
ら
グ
ン
ジ
リ
を
付
け
加
え
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
に
よ
つ
て
以
前

か
ら
所
有
し
て
い
た

「獅
子
」
を

「疫
神
を
依
ら
せ
可
視
化
す
る
造
形
物
」
と
し
て
対

象
化
し
た
、

い
や
、

そ
れ
ま
で
に
匹
胎
さ
れ
て
き
た
対
象
化
す
る
心
意
を
具
現
化
で
き

た
の
で
あ
る
。

ダ
ン
ジ
フ
を
二
階
建
て
に
持
え
、

そ
の
上
段
に
獅
子
を
掲
げ
上
げ
た
こ

と
は
そ
の
心
意
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

い
っ
ぱ
う
獅
子
自
身
は
、

渡
御
の
一
行
が

「御
休
所
」
に
着
い
た
時
に
舞
を
舞
う
こ

と
で
、

そ
の
存
在
を
主
張
す
る
。

ダ
ン
ジ
リ
は
お
練
り
を
先
導
す
る

「獅
子
」
の
役
相

写真4  原で解体 保管されているタンジリ

草体 幅133 0伽、奥行約3 m (2001年撮影)
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を
容
っ
た
意
味
で
そ
の
遠
因
で
あ
り
、

そ
の
舞
を
支
え
た
の
も
、

嘩
子
を
司
っ
た
グ
ン

ジ
リ
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
こ
の
獅
子
舞
が
成
立
す
る
大
き
な
要
因
は
ダ
ン
ジ
リ
の
導

入
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、

そ
の
成
立
時
期
も
、

文
化

一
一
年
以
降
の
近
世
後
期

と
い
う
比
較
的
新
し
い
時
期
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
中
世
に
展
開
し
て

き
た
風
流
の
精
神
が
、

地
方
の
祭
社
が
隆
盛
す
る
こ
の
時
期
ま
で
息
づ
い
て
い
た
証
左

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

後
に
触
れ
る
梯
子
獅
子
の
芸
態
成
立
時
期
に
も

一
考
を
促
す
も
の

と
も
い
え
よ
う
。

（三
）
福
に
登
る
獅
子

い
わ
ゆ
る
梯
子
獅
子
と
分
類
さ
れ
る
、

梯
子
に
登
る
芸
を
主
眼
と
し
た
獅
子
舞
が
全

国
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

代
表
的
な
愛
知
県
知
多
市

・
豊
明
市
や
千
葉
県
東
金
市
等

を
は
じ
め
、

岩
手
県

・
宮
城
県
あ
た
り
に
多
い
虎
舞
の
趣
向
と
し
て
も
散
見
さ
れ
る
し
、

熊
本
県
嘉
島
町
の
六
嘉
の
獅
子
舞
な
ど
も
含
ま
れ
よ
う
。

そ
し
て
徳
島
県
近
隣
で
も
、

和
歌
山
県
和
歌
山
市
や
兵
庫
県
の
播
磨
地
方
と
淡
路
島
に
分
布
す
る
。

そ
の
多
く
が
梯

子
の
み
を
立
て
た
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
の
獅
子
舞
も
、

芸
の
主
眼
は
櫓
に
掛
け
ら
れ
た
悌
子
を
昇
降
す
る
過
程
な
の
だ

か
ら
、

内
容
的
に
は
梯
子
獅
子
と
見
て
よ
か
ろ
う
が
、

な
ぜ
梯
子
で
な
く
槍
な
の
だ
ろ

う
。

単
に
見
栄
え
す
る
芸
の
面
白
さ
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
や
は
り
梯
子
だ

け
の
舞
台
で
事
足
り
る
。

わ
ざ
わ
ざ
頂
上
に
足
場
を
設
け
た
大
淋
か
り
な
櫓
で
な
く
と

も
よ
い
。

例
え
ば
そ
れ
が
蜘
妹
舞
の
柱
に
相
当
す
る
装
置
だ
と
し
て
も
、

そ
れ
を
幕
で

覆
い
笹
竹
で
飾
り
立
て
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
】，
。

前
節
で
こ
の
獅
子
を
ダ
ン
ジ
リ
に
掲
げ
ら
れ
る
作
り
物

・
人
形
と
捉
え
る
こ
と
を
述

べ
た
が
、

そ
の
心
意
は
こ
の
舞
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
じ
つ

は
こ
の
獅
子
舞
に
出
て
く
る
棺
は
、

ヤ
マ
を
あ
ら
わ
す
風
流
の
変
形
な
の
で
あ
る
〈９

前
述
し
た
よ
う
に
獅
子
は
櫓
の
傍
ら
に
付
け
ら
れ
た
幕
か
ら
出
入
り
す
る
。

視
覚
的
に

獅
子
は
櫓
の
根
元
か
ら
出
て
き
て
お
り
、

櫓
は
楽
屋
の
よ
う
で
は
あ
る
ま
い
か
。

両
者

は
ま
さ
に
、　

一
体
の
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
形
を
伴
う
作
り
物
の
節
ら
れ
た
ダ
ン
ジ
リ
　
屋
台
の
事
例
は
全
国
に
数
多
く
、

中

部
地
方
は
岐
阜
県
高
出
祭
り
等
の
か
ら
く
り
人
形
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
著
し

い
発
達
を
遂
げ
た
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

植
木
は
こ
の
地
方
の
木
偶

（人
形
）

芸
が
、
山
型
の
作
り
物

「大
山
」
を
母
胎
に
育
ま
れ
発
達
し
た
と
指
摘
し
て
お
り
、

そ

の
大
山
の
特
徴
と
し
て
①
〓
楽

，
大
山
と

一
対
で
、

嘩
し
鴎
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
。

②

出
の
イ
メ
ー
ジ
を
残
す
巨
大
な
作
り
出
で
あ
る
。

③
装
飾
に
幕
を
多
用
す
る
。

④
大
山

の
作
り
物
に
竜

（木
偶
）
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
。

⑤
大
山
を
嘩
す
車
楽
の
芸
能
は
、

縞

鼓
舞
、

竜
な
い
し
獅
子
の
舞
を
主
と
す
る
児
舞
で
あ
る
。
と
い
う
五
点
を
挙
げ
て
い
る

［植
木
　
一
一〇
〇

一
　

一
七
六
～

一
七
七
］。
中
部
地
方
の
事
例
か
ら
導
き
出
し
た
特
徴

で
は
あ
る
が
、

試
み
に
こ
れ
を
原
の
櫓
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

例
え
ば
①
は
タ
ン
ジ
リ
の
囃
子
で
舞
う
獅
子
が
登
る
点
で
槍
も
ま
た
囃
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、

②
は
櫓
の
頂
に
付
い
た
笹
竹
が
出
の
イ
メ
ー
ジ
を
助
け
て
お
り
、

③
は

櫓
に
上
下
二
段
に
幕
が
つ
く
こ
と
が
想
起
さ
れ
、

ま
た
④
に
つ
い
て
は
、

舞
の
最
初
に

拍
子
木
役
が
唱
え
る
口
上
に
（寺

東
傍
示
…
そ
も
そ
も
東
南
に
雲
お
さ
ま
り
西
北
風
波
静
か
な
る
君
が
代
に
、

当
社
羽

浦
神
社
鎮
め
の
た
め
、

獅
子
の
一
出
ほ
ら
が
え
り
、

並
び
に
雲
舞
い
、

谷
渡
り
、
あ
い

務
め
ま
す
る
の
間
、
し
ば
ら
く
ご
神
妙
の
ほ
ど
を
、
こ
れ
よ
り
大
蛇
の
た
う
ち
の
は
じ

ま
り
、

東
西
東
西
。

原
　
　
…
東
西
東
西
、

東
南
に
雲
お
さ
ま
り
、

西
北
風
静
か
に
し
て
、
さ
ら
に
豊
か

な
る
君
が
代
や
。
当
社
氏
皇
子
神
社
鎮
め
の
た
め
、

獅
子
の
一
曲
ほ
ら
が
え
り
、

並
び

に
雲
舞
、

谷
が
え
り
を
あ
い
務
め
ま
す
る
間
、

端
か
ら
端
、

隠
か
ら
隅
ま
で
ひ
と
え
に

御
神
慮
の
ほ
ど
を
こ
い
ね
が
い
た
て
ま
つ
る
。

い
よ
い
よ
大
蛇
の
た
う
ち
の
は
じ
ま
り
。
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と
あ
つ
て
、

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
じ
つ
は
獅
子
は

「大
蛇
」
と
見
微
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

『
出
羽
国
秋
田
領
風
俗
問
状
答
』
の

「雲
舞
の
者
」

も
大
蛇
と
見
微
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
想
超
さ
れ
た
い
。

蜘
蝶
舞
と
の
結
び
つ
き
も
ま
っ

た
く
故
な
し
と
し
な
い
可
能
性
が
留
意
さ
れ
る
。

そ
し
て
、

最
後
の
⑤
も
踊
鼓
舞
や
児

舞
は
な
い
が
、

獅
子
舞
で
あ
る
こ
と
は
明
白
と
、

ほ
ぼ
こ
の
五
つ
の
特
徴
が
該
当
す
る

の
で
あ
る
。

こ
の
槽
は
、
中
部
地
方
の
大
山
と
も
通
じ
る
作
り
山

（置
き
山
）
の
一
形
態
で
あ
り
、

獅
子
も
大
山
に
付
随
す
る
竜

（木
偶
）
に
比
定
で
き
よ
う
。

獅
子
が
櫓
に
登
る
理
由
も
、

そ
こ
に
蜘
妹
舞
を
導
入
し
て
い
る
背
景
も
こ
こ
に
集
約
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

今
日
各
地

で
見
ら
れ
る
梯
子
獅
子
の
趣
向
も
、
こ
う
し
た
根
拠
に
基
づ
い
て
、

近
世
の
祭
礼
の
中

か
ら
発
生

・
展
開
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

原
　
東
傍
示
の
事
例
は
、

そ
の
過

渡
期
の
表
現
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ユ〈
　
蜘
珠
舞
か
ら
梯
手
獅
手
へ
―
結
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、

原

，
東
傍
示
の
獅
子
舞
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
や
発
生
の
背
景
を
考
集

し
た
。

近
世
の
風
流
や
都
市
祭
礼
の
趣
向
を
取
り
込
ん
で
隆
盛
し
つ
つ
あ
つ
た
当
地
の
祭
礼

の
中
で
、

神
輿
を
先
導
し
て
い
た

「獅
子
」
が
、

グ
ン
ジ
リ
導
入
を
き
つ
か
け
に

「囃

さ
れ
る
側
」
と
し
て
の
心
意
の
具
現
化
し
た
二
階
建
て
の
ダ
ン
ジ
ツ
や
、

櫓
に
登
る
趣

向
の
獅
子
舞
を
生
み
出
し
た
と
結
論
付
け
た
。

残
念
な
が
ら
根
拠
と
な
る
傍
証
史
料
に
乏
し
く
、
こ
う
し
た
展
開
の
前
身
と
な
る
も

の
の
存
在
に
ふ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、

そ
こ
へ
の
言
及
は
及
ん
で
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
獅
子
舞
が
蜘
珠
舞
を
見
立
て
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

そ
の
表
現

は
単
な
る
演
出
で
は
な
く
ヤ
マ
の
風
流
の
一
展
開
と
捉
え
る
の
が
も
つ
と
も
妥
当
で
あ

る
こ
と
は
、

本
文
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

原
や
東
傍
示
と
も
比
較
的
近
い
淡
路
昂
津
名
町
伊
勢
の
森
神
社
の
獅
子
舞
は
、
Ａ
型

に
立
て
た
梯
子
に
登
っ
た
後
、

そ
の
頂
上
か
ら
御
幣
を
落
と
し
、

網
を
渡
つ
て
降
り
て

く
る
。

そ
の
さ
ま
は
や
は
り
蜘
妹
舞
を
想
起
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
。

蜘
味
舞
と
獅

子
舞
が
互
い
に
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、

は
や
く
守
屋
毅
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
と
く
に
守
屋
は
、

前
掲
し
た

『
諸
国
遊
里
好
色
出
来
揃
』
の
引
用
部
分
の
後
に

「そ
れ
よ
り
し
て
竹
の
獅
子
、

れ
ん
と
び
、

籠
ぬ
け
な
ん
ど
ゝ
共
品
を
わ
け
て
、

飛
鳥

の
ご
と
く
自
由
を
な
し
け
り
」
と
続
き
、

蜘
蝶
舞
か
ら
分
化
し
た
複
数
の
芸
能
の
中
に

「竹
の
獅
子
」
と
い
う
芸
能
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
コ
」
の
段
階
で
蜘
妹
舞
の

な
か
に
、

み
る
人
を
し
て
獅
子
舞
を
思
わ
し
め
る
芸
態
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
の

は
、
あ
な
が
ち
牽
強
付
会
で
は
な
か
ろ
う
」
と
し

［守
屋
　
一
九
八
五
　
一
一
九
］、
さ

ら
に
こ
の

「竹
の
加
子
」
に

「梯
子
獅
子
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
て
も
い
い
。

」
［守
屋

一
九
八
五
　
一
一
一五
］
と
い
す
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。

前
掲
の
利
根
川
流
域

の
事
例
で
も
、

旭
市

「
つ
く
舞
」
の
演
者
は
昇
り
獅
子
と
呼
ば
れ
て
い
た
し

［龍
ケ
崎

市
歴
史
民
俗
資
料
館
編
　
一
九
九
四
　
一〓
二
～
四
二
］、
ま
た
高
知
県
幡
多
郡
三
原
村
や

同
県
中
村
市
利
岡
に
あ
つ
た

「猪
子
舞
」
と
い
う
事
例
名
も
興
味
深
い
。

い
ず
れ
も
演

者

一
人
で
表
現
す
る
も
の
だ
が
、

蜘
妹
舞
と
獅
子
舞
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
も
課
題

と
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
ヽ
本
事
例
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
蜘
味
舞
を

「二
人
立
ち
」
の
獅
子
で

演
じ
る
点
に
あ
る
。

周
知
の
通
り
い
わ
ゆ
る

「二
人
立
ち
」
と
い
う
獅
子
の
扮
装
は
、

獅
子
の
頭
部
を
表
す
獅
子
頭
に
胴
体
を
表
す
胴
衣
が
付
い
た
も
の
の
中
に
、

演
者
二
人

が
縦
列
に
入
っ
て
一
頭
の
獅
子
を
表
現
す
る
。

そ
れ
は
演
者
間
の
協
調
性
に
加
え
、
と

く
に
前
方
の
演
者
は
獅
子
頭
を
手
で
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
、

そ
の
身
体
動
作
に

お
の
ず
と
制
限
を
伴
う
。

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
蜘
味
舞
を
演
じ
て
い
る
点
に
こ
の
芸
の

‐
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面
白
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

逆
に
こ
う
考
え
て
み
よ
う
。

今
日
の
大
神
楽
系
の
獅
子
が
鈴
や
御
幣
を
両
手
に
持
つ

て
舞
う
様
の
よ
う
に
、

獅
子
の
演
者
が
両
手
両
足
を
自
由
に
動
か
せ
る
状
態
で
は
、

梯

子
に
登
る
様
が
善
に
は
な
り
え
な
い
。

獅
子
の
四
肢
を
二
人
の
演
者
の
足
で
表
現
す
る

「
二
人
立
ち
」
だ
か
ら
こ
そ
、

柱
で
な
く
梯
子
が
必
要
で
あ
り
、

梯
子
に
登
る
様
が
芸

と
し
て
成
り
立
つ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
れ
こ
そ
が
蜘
妹
舞
を
獅
子
舞
と
し
て
演
じ

る
上
で
の
工
夫
で
あ
り
、

梯
子
獅
子
と
い
う
芸
能
が
発
生
す
る
萌
芽
と
い
え
る
の
で
あ

ＺＯ
。梯

子
獅
子
も
含
め
、

梯
子
に
登
る
趣
向
じ
た
い
は
、

近
世
後
期
に
大
流
行
す
る
見
世

物
の
軽
業
の
影
響
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
し
、

具
体
的
に
は
獅
子
舞
の
演
者
の
手
の
動

き
を
束
縛
す
る
獅
子
頭
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
考
察
を
す
す
め
る
べ
き
で
あ
る
が
本
稿
で

は
そ
こ
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。

残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。

し
か
し
本
稿
は
、

見
る
側
か
ら
は
捉
え
に
く
い
具
体
的
な
芸
態
や
、

閑
却
さ
れ
が
ち

な
周
辺
的
な
行
為
面
の
要
素

（囃
子
や
ダ
ン
ジ
ツ
な
ど
）
を
も
考
察
の
対
象
と
す
る
こ

と
が
、

獅
子
舞
と
い
う
特
異
な
芸
能
の
み
な
ら
ず
、

祭
礼
文
化
の
変
遷
を
も
解
き
得
る

可
能
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（付
記
）

本
稿
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

那
賀
川
町
史
編
さ
ん
室
の
西
腹
志
乃
氏
を
は
じ
め
那
賀

川
町
原
　
羽
ノ
浦
町
東
傍
示
の
数
多
く
の
方
々
に
大
変
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

記
し
て

厚
く
謝
意
を
あ
ら
わ
し
た
い
。

ま
た
本
稿
の
内
容
は
、

徳
島
県
立
博
物
館
の
庄
武
憲
子

氏
の
ご
配
慮
に
よ
つ
て
二
〇
〇
二
年
二
月
九
日
に
徳
島
民
俗
学
会
例
会
で
発
表
す
る
機

会
を
得
、

同
会
会
長
の
湯
浅
良
幸
先
生
は
じ
め
会
員
の
方
々
に
貴
重
な
意
見
を
賜
る
こ

と
が
で
き
た
。
あ
わ
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

注
（１
）
原
の
獅
子
舞
は
、

戦
時
中
の
休
上
を
経
て
戦
後
暫
時
続
け
ら
れ
た
が
中
断
。

昭

和
五
九
年

（
一
九
人
四
）
に
二
五
年
ぶ
り
の
復
活
を
果
た
し

［大
和
武
生
　
一
九

人
六
　
九
二
三
中、
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
に
は
皇
子
神
社
社
殿
改
築
記
念
で
演

じ
ら
れ
た
が
、

人
手
は
依
然
厳
し
か
っ
た
。
し
か
し
平
成

一
一
年

（
一
九
れ
九
）

二
月
二
七

，
二
人
日
、

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
地
下
の
デ

ュ
オ
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
た

「四
日
東
南
部
観
光
Ｐ
Ｒ
展
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
復

活
出
演
し
た
の
を
機
に
地
元
の
気
運
が
高
ま
り
、

同
年
二
月
二

一
日
に
町
指
定
無

形
文
化
財
に
指
定
、

教
育
委
員
会
の
監
修
の
も
と
ビ
デ
オ
に
記
録
撮
影
さ
れ
た

（本

稿
表
２
参
照
）
。

地
元
の
神
社
祭
礼
で
な
く
、

県
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
上
演
で
当
事

者
た
ち
の
伝
承
意
欲
が
高
場
し
た
こ
と
。

ま
た
そ
れ
に
文
化
財
指
定
と
い
う
手
段

で
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
。

い
ず
れ
も
民
俗
芸
能
が
抱
え
る
性
格

を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
興
味
深
い
。
し
か
し
な
が
ら

一
方
で
後
継
者
不
足
は
そ
の

後
も
解
消
さ
れ
た
と
は
言
い
難
く
、
こ
の
問
題
の
根
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

（２
）
厳
密
に
は
独
立
し
た

「獅
子
舞
」
と
は
い
え
な
い
が
、

獅
子
が
登
場
す
る
事
例

は
多
い
。

例
え
ば
単
に
祭
礼
渡
御
の
先
払
い
に
だ
け
出
る
獅
子
、

ま
た
徳
島
県
内

で
は
西
祖
谷
山
村
の

「神
代
踊
り
」
や

「有
瀬
神
楽
」
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
。

宍

喰
町
久
保
人
阪
神
社
の
祇
園
祭
り
で
は
、

大
山
と
い
う
山
鉾
の
中
で
、
「人
つ
橋
」

等
の
稚
児
舞
と
と
も
に
少
年
に
よ
る

「獅
子
舞
」
が
演
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
極

め
て
特
殊
な
事
例
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
後
者
の
事
例
は
、

本
稿
の
後
半
の
論
旨

に
も
絡
む
可
能
性
が
あ
り
、

留
意
し
て
お
き
た
い
。

（３
）
徳
島
県
内
で
は

「傍
示
」
と
い
う
地
域
区
分
の
呼
称
が
散
見
さ
れ
る
。

そ
の
分

布
や
用
例
は
一
様
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
大
字
と
小
字
の
中
関
の
地
域
区
分
名
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称
と
捉
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

詳
し
く
は

「羽
ノ
浦
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編

一
九
九
五
］
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（４
）
阿
南
市
向
原
で
は
、

同
市
黒
津
地
町
の
人
幡
神
社
の
祭
礼
に
出
て
い
た
い
く
つ

か
の
ダ
ン
ジ
リ
に
先
駆
け
て
、
旧
来
オ
カ
グ
ラ
を
出
し
行
列
の
先
頭
を
進
ん
で
い

た
そ
う
だ
が
、

戦
後
そ
れ
が
破
損
し
た
た
め
、

原
に
通
っ
て
獅
子
舞
を
習
っ
た
と

い
う

（た
だ
し
二
～
三
年
で
休
止
）。
ま
た
由
岐
町
木
岐
へ
は
、

原
か
ら
代
表
が
二

人
ず
つ
約

一
ヶ
月
岡
、

木
岐
の
消
防
団
の
詰
め
所
へ
通
っ
て
教
え
た
と
い
う
。
ま

だ
西
原
駅
が
無
か
つ
た
の
で
羽
ノ
浦
駅
か
ら
電
車
で
行
っ
た
と
い
う
か
ら
、

西
原

駅
が
設
置
さ
れ
た
昭
和
二
九
年

（
一
九
六
四
）
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（５
）
単
層

・
二
層
な
ど
の
ダ
ン
ジ
フ

，
屋
台
な
ど
の
構
造
を
指
す
表
記
は

［植
木

二
〇
〇

一　
一二
〓
二
～
三
一
五
］
を
参
考
に
し
た
。

（
６
）
歌
舞
伎
小
屋
な
ど
に
見
ら
れ
る
櫓
そ
の
も
の
が
す
で
に
神
を
勧
請
す
る
た
め
の

依
代
だ
と
す
る
指
摘
は
、

す
で
に
服
部
幸
雄
な
ど
が
行
な
っ
て
い
る

［服
部
　
一

九
九
九
　
一
人

一
］。

（
７
）
以
下
の
口
上
の
文
言
は
、

そ
れ
ぞ
れ
表
１
・
２
の
素
材
と
な
っ
た
実
演
か
ら
書

き
起
こ
し
た
。

（８
）
近
年
発
行
さ
れ
た

『
つ
く
舞
考
』
で
、

著
者
の
古
谷
津
順
郎
は
、
こ
の
伊
勢
の

森
神
社
の
事
例
や
愛
知
　
千
葉
の

「梯
子
獅
子
」
を
、

つ
く
舞

（蜘
味
舞
）
と

「同

型
、

ま
た
は
類
似
の
祭
礼
行
事
」
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
の
説
明

や
比
較
に
は
至
っ
て
い
な
い

［古
谷
津
　
一
一〇
〇
二
　
一
≡
一五
～

一
二
九
］。
本
稿

の
最
後
で
述
べ
て
い
る
ま
う
に
、

両
者
に
は
実
演
上
大
き
な
差
異
が
あ
り
、

そ
の

差
異
こ
そ
が
重
要
だ
と
考
え
た
い
。

参
考
文
献

朝
倉
無
馨
　
一
九
二
人

（
一
九
七
七
復
刻
）
　

『
見
世
物
研
究
』
　
春
陽
堂

（復
刻
版

は
思
文
閣
箇
版
）

生
野
勇
　
一
九
九
八

　

「獅
子
の
葬
」
　

『
徳
島
県
の
民
裕
芸
能
―
徳
島
県
民
俗
芸
能

緊
急
調
査
報
告
書
』
　
徳
島
県
教
育
委
員
会
　
四
一
～
四
二

岩
井
正
治
　
一
九
九
人
　

「徳
島
県
の
民
俗
芸
能
概
説
」
　

『
徳
島
県
の
民
俗
芸
能
―

徳
島
県
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
報
告
書
』
　
徳
島
県
教
育
委
員
会
　
一
～

一
四

岩
橋
小
覇
大
　
一
九
五
一
　

『
日
本
芸
能
史
―
中
世
歌
舞
の
研
究
』
　
芸
苑
社

植
木
行
宣
　
一
一〇
〇

一
　

『
出

，
鉢

，
屋
台
の
祭
，
―
風
流
の
開
花
』
　
白
水
社

郡
司
正
勝
　
一
九
六
九
　
『
か
ぶ
き
―
様
式
と
伝
承
』
　
学
芸
書
林

古
谷
津
順
郎
　
一
一〇
〇
二
　

『
つ
く
舞
考
』
　
岩
田
害
院

高
鳴
賢
二
　
一
九
九
九

　

「香
川
県
の
獅
子
舞
に
つ
い
て
」
　

『
歴
史
博
物
館
整
備
に

伴
う
資
料
調
査
報
告
―
平
成
八
年
度

・
九
年
度
』
　
香
川
県
教
育
委
員
会
　
一
〓
一

四
～
二
三
七

日
城
友
義
　
一
九
六

一
ａ
　

「惣
社
祭
行
事
中
の
猪
子
舞
」
　

『
土
佐
民
俗
』

一
　

一

一
～

一
三

田
城
友
義
　
一
九
六

一
ｂ
　

「中
村
市
利
岡
の
猪
子
舞
≡
　

『
上
佐
民
俗
』
二
　
一二
人

～
四
〇

津
野
幸
右
　
一
九
八
三
　

「広
野
の
猪
舞
―
幡
多
郡
三
原
村
」
　

『
上
佐
民
俗
』
四
〇

六
～
九

服
部
幸
雄
　
一
九
九
九
　
『
歌
舞
伎
こ
と
ば
帖
』

岩
波
書
店

守
屋
　
毅
　
一
九
八
五
　
『
近
世
芸
能
奥
行
史
の
研
究
』
　
弘
文
堂

大
和
武
生
　
一
九
人
六
　

「那
賀
郡
　
那
賀
川
町
」
　

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
三
六

徳
島
県
』
　
角
川
書
店
　
九

一
人
～
九
二
三

徳
島
県
教
育
委
員
会
文
化
課
編
　
一
九
八
五
　
『
徳
島
県
の
民
俗
芸
能
―
無
形
民
俗
文

化
財
調
査
報
告
書
』
　
徳
島
県
教
育
委
員
会
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那
賀
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
一〇
〇
二
　

『
那
賀
川
町
史
』
下
巻
　
徳
島
県
那
賀

郡
那
賀
川
町

羽
ノ
浦
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
九
王
　
『
羽
ノ
浦
町
誌
民
俗
編
』
　
羽
ノ
浦
町

羽
ノ
浦
町
文
化
財
保
護
審
議
会
編
　
一
九
九
〇
　
『
羽
ノ
浦
町
の
文
化
財
』
　
羽
ノ
浦

町
教
育
委
員
会

龍
ケ
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
編
　
一
九
九
四
　
『
企
画
展

「利
根
川
流
域
の
つ
く
舞
こ

龍
ヶ
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館

［資
料
１
］
「原
の
獅
子
舞
の
沿
革
と
現
状
」
（地
元
の
西
野
忠
男
氏
の
手
記
を
原
文
の

ま
ま
翻
刻
し
た
。）

原
の
獅
子
舞
の
沿
革
と
現
状

那
賀
川
町
指
定
無
形
文
化
財
原
の
獅
子
舞
は
那
賀
川
町
大
字
原
字
居
内
に
鎮
座
す
る

皇
子
神
社

（祭
神
伊
邪
那
岐
命
）
に
吉
来
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

原
地
方
の
歴
史
は
ま
こ
と
に
古
く
先
年
奈
長
の
平
城
京
遺
跡
発
掘
の
さ
い

「阿
渡
国

長
郡
波
羅
里
黒
米
五
斗
」
ま
た
別
に
自
米
五
斗
な
ど
記
し
た
木
簡
が
出
上
し
て
お
り
、

こ
の
附
近
は
凡
そ
一
千
三
百
年
以
前
か
ら
拓
け
て
い
た
も
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
獅
子
舞
の
起
源
は
詳
ら
か
で
な
い
が
昔
か
ら
皇
子
神
社
と
こ
の
地
方
の
郷
社
三

某
人
幡
神
社
の
秋
祭
り
に
毎
年
奉
納
し
て
い
た
も
の
で
人
幡
神
社
の
古
記
録
中
安
永
四

年

（
一
七
七
五
年
）
と
文
化
十

一
年

（
一
人

一
四
年
）
の
三
度
こ
の
獅
子
舞
の
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
或
る
家
に
は
天
正
十
二
年

（
一
五
人
四
年
）
頃
子
の
地
に
悪
疫
が
大
流
行
し
た

折
こ
の
獅
子
舞
で
病
魔
退
散
を
祈
願
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
舞
は
勿
論
神
前
の
か
ぐ
ら
が
本
分
で
あ
る
。

頭
使
い
と
胴
使
い
の
若
者
が

一
体
と
な
つ
て
小
太
鼓
と
三
味
線
の
由
に
合
わ
せ
て
舞

う
が
秦
朴
な
中
に
も
独
特
の
鳳
格
と
威
厳
を
十
分
表
現
し
観
衆
の
邪
気
を
除
き
感
動
を

奥
え
て
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
が
こ
と
に
夜
間
の
舞
が

一
層
見
事
で
あ
る
。

戦
争
前
の
二
票
人
幡
神
社
の
集
礼
は
十
余
箇
の
屋
台
が
集
ま
る
県
南
屈
指
の
大
祭
り

で
あ
つ
た
。
中
で
も
獅
子
舞
の
人
気
は
抜
群
で
こ
れ
が
始
ま
る
と
そ
の
周
囲
は
黒
出
の

よ
う
に
人
垣
が
出
来
た
も
の
で
こ
の
持
ば
か
り
は
原
の
氏
子
達
は
肩
身
が
広
か
っ
た
の

を
見
え
て
い
る
。

戦
時
中
中
断
し
て
い
た
獅
子
舞
も
戦
後
ま
た
若
者
が
揃
っ
て
復
活
し
億
統
は
受
け
継

が
れ
た
が
、

そ
の
後
次
第
に
社
会
の
環
境
が
変
は
っ
て
来
て
村
の
若
者
衆
も
激
減
し
又

居
て
も
進
学
勉
強
や
就
職
等
で
練
習
す
る
時
間
が
取
れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
こ
ゝ
十

年
ほ
ど
は
後
継
者
が
途
絶
え
て
い
る
。

現
在
は
中
高
年
に
達
し
た
少
数
の
経
験
者
に
よ
つ
て
辛
う
じ
て
こ
の
由
緒
あ
る
伝
統

文
化
を
守
っ
て
い
る
が
後
継
者
の
問
題
に
は
関
係
者

一
同
あ
た
ま
を
い
た
め
て
い
る
次

第
で
あ
る
。

平
成
十

一
年
十
月

文
責
　
西
野

獅
子
舞
の
出
ヨ
他

一
、　
日
上

二
、

獅
子
の
の
た
う
ち

三
、

雲
舞
い

四
、

は
し
ご
下

五
、

や
ぐ
ら
登
り
、

降
り

所
用
人
数

使
い
手
　
十
人
以
上

介
添
人
　
数
人
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小
大
鼓
　
一
一人

三
味
線
　
数
人

組
立
式
や
ぐ
ら
　
高
さ
王
米

一
棟

（〒
七
九
六
十
〇
三
〇
一　
愛
媛
県
西
宇
和
郡
伊
方
町
湊
浦
人
八
〇
）
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